
２
２０１７◆

今
月
の
内
容
◆

●出初式／成人式・・・・・・・・・・・・P.2
●マチの話題・・・・・・・・・・・・・・P.3
●暮らしのお知らせ・・・・・・・・・・・P.4
●こんにちは地域包括支援センターです・・P.5
●病院だより・・・・・・・・・・・・・・P.6
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表紙：消防団出初式（平成２９年１月５日）
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課
題
を
徐
々
に
解
決
へ

　

雄
信
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

12
月
18
日
に
実
施
し
、
約
70
名
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
に
対
し
、
事
前
に
要
望
書
が
提
出

さ
れ
、
雄
信
内
地
区
全
町
内
会
が
取
り

ま
と
め
た
要
望
項
目
は
、
全
48
項
目
に

な
り
、
浅
田
町
長
は
「
雄
信
内
地
区
で

は
毎
年
実
施
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

議
論
を
重
ね
て
一
歩
で
も
良
い
方
向
へ

行
き
た
い
」と
冒
頭
で
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

雄
信
内
地
区
全
町
内
会
代
表
で
あ
る

雄
信
内
町
内
会
の
横
溝
勇
一
会
長
は

「
地
域
を
真
剣
に
考
え
て
要
望
書
を
作

成
し
た
。
す
ぐ
に
実
施
で
き
な
い
も
の

も
あ
る
が
、
も
っ
と
地
域
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
徐
々
に
解
決

し
て
欲
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

出
初
式
／
成
人
式

１
月
８
日
、
社
会
福
祉
会
館
で
成

人
式
が
開
催
さ
れ
、
今
年
は
23
名
の

新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
晴
れ
着
に
身
を
包
み

新
た
な
門
出
を
祝
う
新
成
人
の
姿
が

見
ら
れ
、
懐
か
し
い
友
人
と
の
再
会

の
う
れ
し
さ
で
、
思
わ
ず
笑
み
が
こ

ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
の
代
表
と
し
て
宣
誓
を
し

た
阿
部
将
吾
さ
ん
と
三
浦
樹
里
さ
ん

は
「
激
動
す
る
社
会
に
向
か
っ
て
力

強
く
踏
み
出
す
決
意
を
心
に
銘
記
し
、

豊
か
な
天
塩
町
の
発
展
に
努
力
す
る
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

各
中
学
校
の
恩
師
か
ら
送
ら
れ
た
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映
で
は
、
場
内

に
笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
中
島
貴
裕
さ
ん
が
お
礼
の
こ

と
ば
を
述
べ
、式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
、
成
人
式
実
行
委
員
会

主
催
に
よ
る
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
と

も
に
大
人
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
こ
と
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し

た
。

新
年
恒
例
の
消
防

出
初
式
が
１
月
５
日

行
わ
れ
、
北
留
萌
消

防
組
合
天
塩
支
署
の

消
防
団
員
や
消
防
署

員
が
参
加
し
、
災
禍

の
な
い
一
年
を
祈
念

し
ま
し
た
。

団
員
た
ち
は
、
午
前
９
時
の
サ

イ
レ
ン
吹
鳴
と
と
も
に
参
集
し
、

天
塩
町
農
業
協
同
組
合
前
や
恵
愛

荘
前
な
ど
町
内
４
ヶ
所
に
お
い
て

登
梯
の
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

一
般
住
宅
の
２
階
建
て
ほ
ど
の

高
さ
の
梯
子
の
上
で
団
員
が
ひ
と

つ
ひ
と

つ
演
技

を
披
露

す
る
た

び
に
、

観
客
か

ら
拍
手

が
沸
き

起
こ
っ

て
い
ま

し
た
。

登
梯

演
技
終
了
後
、
屋
内
式
が
行
わ
れ
、
永

年
勤
続
の
団
員
や
優
秀
団
員
の
表
彰
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲天塩町農業協同組合前での登梯演技
▲恵愛荘前での登梯演技

▲晴れやかに成人式を迎えた新成人たち

▲式典の緊張から開放され笑みを浮かべる

▼恩師メッセージに思わず笑顔

受
賞
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

　

神
戸
市
で
行
わ
れ
た
第
68
回
日
本
酪

農
研
究
会
（
酪
農
経
営
の
部
）
に
て
最

優
秀
賞
・
黒
澤
賞
・
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
中
嶋
仁
志
氏
の
祝
賀
会
が

12
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
嶋
氏
は
、
道
職
員
を
退
職
後
、
Ｕ

タ
ー
ン
で
実
家
の
酪
農
を
後
継
し
、
パ

ソ
コ
ン
で
管
理
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
酪
農
経
営
で
着
実
に
成
績
を
伸
ば
し

て
き
ま
し
た
。

　
『
家
族
・
地
域
と
共
存
す
る
経
営
を

め
ざ
し
て
』
と
題
し
て
発
表
し
た
中
島

氏
は
、
繁
殖
成
績
を
主
に
生
産
性
や
収

益
性
等
で
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

中
嶋
氏
の
挨
拶
で
は
「
賞
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
20
年
前
の
初
心
に
か
え
っ
て
精
進

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め

　

12
月
19
日
に
天
塩
警
察
署
に
て
歳
末

特
別
警
戒
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
、
交

通
安
全
協
会
会
員
な
ど
約
60
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

署
長
は
「
道
内
の
刑
法
犯
認
知
件
数

は
、
平
成
15
年
以
降
連
続
で
減
少
し
、

天
塩
署
管
内
で
も
減
少
傾
向
だ
が
、
侵

入
窃
盗
は
増
加
し
て
お
り
、
い
つ
誰
が

被
害
に
遭
う
か
わ
か
ら
な
い
。
明
る
い

新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
活
動
す
る
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
事
件
・
事
故
の
発
生
を
未
然

に
防
止
し
、
町
民
が
安
心
し
て
新
年
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
油
断
す
る
こ
と
な
く

歳
末
警
戒
に
あ
た
り
ま
す
」
と
安
全
宣

言
が
申
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
末
特
別
警
戒
は
、
12
月
19
日
か
ら

31
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

▲決起集会に参加する関係者たち

▲緊張しながらもしっかりと意見交換する児童・生徒

課
題
を
徐
々
に
解
決
へ

　

雄
信
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を

12
月
18
日
に
実
施
し
、
約
70
名
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
に
対
し
、
事
前
に
要
望
書
が
提
出

さ
れ
、
雄
信
内
地
区
全
町
内
会
が
取
り

ま
と
め
た
要
望
項
目
は
、
全
48
項
目
に

な
り
、
浅
田
町
長
は
「
雄
信
内
地
区
で

は
毎
年
実
施
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

議
論
を
重
ね
て
一
歩
で
も
良
い
方
向
へ

行
き
た
い
」と
冒
頭
で
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

雄
信
内
地
区
全
町
内
会
代
表
で
あ
る

雄
信
内
町
内
会
の
横
溝
勇
一
会
長
は

「
地
域
を
真
剣
に
考
え
て
要
望
書
を
作

成
し
た
。
す
ぐ
に
実
施
で
き
な
い
も
の

も
あ
る
が
、
も
っ
と
地
域
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
徐
々
に
解
決

し
て
欲
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

▲

思
い
や
り
も
っ
て

　

12
月
19
日
に
平
成
28
年
度
天
塩
町
い

じ
め
根
絶
に
向
け
た
子
ど
も
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
町
内
各
学
校
代
表
者

が
集
ま
り
、
い
じ
め
根
絶
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
町
教
育
委
員
会
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
に
よ
る
い
じ
め
に
関
す
る
教

材
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
後
、
各
学
校
が

取
組
む
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
の
児
童
・
生
徒
は
「
い
じ
め

を
な
く
す
た
め
に
は
、
思
い
や
り
を
も

ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
、
被
害
者
と
加
害
者
の
両
方
の
視
点

を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
相
手
を
尊
重
し

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
い
じ
め

防
止
に
つ
い
て
、
真
剣
に
議
論
し
て
い

ま
し
た
。

マ
チ
の
話
題
（
12
月
16
日
～
１
月
11
日
）

受
賞
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

　

神
戸
市
で
行
わ
れ
た
第
68
回
日
本
酪

農
研
究
会
（
酪
農
経
営
の
部
）
に
て
最

優
秀
賞
・
黒
澤
賞
・
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
中
嶋
仁
志
氏
の
祝
賀
会
が

12
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
嶋
氏
は
、
道
職
員
を
退
職
後
、
Ｕ

タ
ー
ン
で
実
家
の
酪
農
を
後
継
し
、
パ

ソ
コ
ン
で
管
理
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
酪
農
経
営
で
着
実
に
成
績
を
伸
ば
し

て
き
ま
し
た
。

　
『
家
族
・
地
域
と
共
存
す
る
経
営
を

め
ざ
し
て
』
と
題
し
て
発
表
し
た
中
島

氏
は
、
繁
殖
成
績
を
主
に
生
産
性
や
収

益
性
等
で
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

中
嶋
氏
の
挨
拶
で
は
「
賞
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
20
年
前
の
初
心
に
か
え
っ
て
精
進

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲日本酪農研究会で最優秀賞受賞した中島氏（写真右）

院
内
に
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

　

12
月
22
日
に
町
立
国
保
病
院
ロ
ビ
ー

で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

恵
愛
荘
職
員
の
大
川
遥
香
氏
が
ピ
ア

ノ
を
、
キ
タ
調
剤
薬
局
の
高
山
圭
介
氏

は
カ
ホ
ン
を
演
奏
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
に
患
者
、
家
族
た
ち
は
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
院
長
と
外
来
看
護
師
は
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し

た
。「
病
院
で
た
ま
に
鐘
の
音
が
聞
こ

え
た
の
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
練
習
で
し

た
」
と
看
護
師
か
ら
の
お
話
で
、
患
者

た
ち
は
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
な
ど
の
合
唱
が
披
露

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲ハンドベルを演奏する林院長たち
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　平成 28 年分の所得税の確定申告並びに平成 29 年度町道民税の確定申告が始まります。
　相談及び申告の受付は、平成 29 年２月 16 日（木）から同年３月 15 日（水）までです。
　税務署並びに役場窓口の閉庁日（土・日曜日・祝日等）は通常、相談及び申告書の受付しておりません。
　申告書は、郵便や信書便による送付または税務署の時間外収受箱への投函により提出することができます。
期限間近になりますと、大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されますので、申告書はご自分で書
いて、お早めにご提出ください。

確定申告が始まります

◎寄附金控除が受けられます（ふるさと納税）
　○寄附金控除の申告をされる方の所得や寄附金の額などに応じて、下記の寄附金控除が受けられます。
　　Ⅰ　寄附を行った年の所得税から所得控除
　　Ⅱ　寄附を行った翌年度の住民税から税額控除
　特に住民税においては、都道府県・市区町村への寄附金または各市町村での条例指定団体（天塩町での指
定団体は、「社会福祉法人　天塩町社会福祉協議会」）への寄附金の、2 千円を超える部分について、ⅠとⅡ
をあわせて、一定程度（概ね住民税所得割額の 1 割）まで全額控除されます。（ただし、平成 28 年中に支払っ
た、寄附金の領収書及び寄附金受領証明書が必要です）
　確定申告を行なわない給与所得者等の方は、個人住民税課税市町村に対するふるさと納税の控除申請を寄
附先団体が本人に代わって行なうことを要請することができます（ふるさと納税ワンストップ特例）。ただし、
以下の場合はワンストップ特例が適用になりませんので確定申告を行ってください。

対　象　者

①所得税法上、給与所得者等であっても、確定申告書の提出を要するとき
②個人住民税の申告を行ったとき
③ 5 団体を超える地方団体へふるさと納税（寄附）を行ったとき
④住所誤りなどにより、課税市町村に申告特例通知書が送付されないとき

◎国税電子申告・納税システム（ｅ－Ｔａｘ）をご利用ください
　自宅から国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用して、ｅ－Ｔａｘに送信することが
できます。個人の方がｅ－Ｔａｘで申告手続き等を行う際に必要な公的個人認証サービスに基づく電子証明
書は、平成 28 年 1 月以降に交付が開始されたマイナンバーカードを使用することとなります。
　ただし、マイナンバーカードの交付開始以前に発行された「住民基本台帳カード」に格納された電子証明
書は、その有効期間内であれば継続して使用することができます。
　○添付書類を提出省略

　所得税の確定申告をｅ－Ｔａｘで行なう場合、医療費の領収書や源泉徴収票等は、
その記載内容を入力して送信することにより、提出または提示を省略することがで
きます（確定申告期限から 5 年間、書類の提出または提示を求めることがあります）

　○還付金がスピーディー
　ｅ－Ｔａｘで申告された還付申告は早期処理しています。（3 週間程度に短縮）
　○もっと詳しい情報は
　ｅ－Ｔａｘホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）

◎申告書を作成するときは
　申告書は住民課税務係窓口に備えております。また、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」
にて、画面の案内に従って金額等を入力して申告書や決算書などを作成し、プリンタで印刷した「書面」を
税務署または住民課税務係に提出することができます。
　なお、平成 28 年分確定申告書からマイナンバーの記載が義務付けられています。
　マイナンバーの提供を受ける際は、なりすまし犯罪防止のため、マイナンバー法に基づき厳格な本人確認
が義務付けられていますので、職員が本人確認（※）をさせていただくことになります。

※本人確認は、マイナンバーカード（個人番号カード）または通知カード及び運転免許証などの顔写真付きの身分証明書
等で確認するため、これらの本人確認書類の提示または写しの添付をしていただくことになりますのでご注意ください。

【問い合わせ先（確定申告書受付・相談窓口）】
・住民課税務係　☎内線１２８・１２９
・稚内税務署（稚内市末広５丁目６番１号）　代表☎０１６２（３３）１１５５

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ
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こ
ん
に
ち
は
地
域
支
援
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

「高齢者を支えるまちづくりアンケート
（高齢者生活支援ニーズ調査）」結果報告①

　　　　　【問い合わせ先】
　　　　　福祉課地域ケア係地域包括支援センター　☎内線１４４・１４５

　町では、団塊世代が 75 歳を迎える 2025 年には高齢化率が約 40％になると推
計されており、高齢者の生活を支える体制づくりに取り組んでいるところです。
　65 歳以上の町民の皆さまを対象に実施した「高齢者を支えるまちづくりアンケー
ト（高齢者生活支援ニーズ調査）」の集計結果をお知らせいたします。

【アンケートの目的】
　「高齢になっても住み慣れたまちで暮らし続けることのできる地域づくり」をす
すめるために、普段の生活でどのような支援が必要と感じているのか、また、支援
が必要になった場合にどのような生活を望んでいるのか等をお聞きしました。

　このアンケートの結果は、必要な「生活の
お手伝い（支援）」の仕組みづくり、サービ
スの検討の資料として活用していきます。

お忙しい中「アンケート」の
実施にご協力いただき、大変
ありがとうございました。

アンケート回収率
（平成 29 年１月 10 日現在）

対象者：983 名

質問）もし、生活に手助けが必要となった場合、
どのような生活を望んでいますか。

質問）もし、生活に手助けが必要となった場合、
利用してみたいサービスはありますか。（複数回答）
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本
年
よ
り
広
報
誌
に
、「
病
院

だ
よ
り
」
と
題
し
て
健
康
に
関
す

る
話
題
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
第
一
回
は
、
昨
年
１
月

１
日
付
け
で
着
任
し
ま
し
た
私
、

橋
本
伸
之
が
整
形
外
科
診
療
に
つ

い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

私
は
平
成
３
年
に
大
阪
大
学
を

卒
業
後
、
整
形
外
科
医
局
に
入
局

し
そ
の
後
25
年
間
、
大
学
病
院
及

び
そ
の
関
連
施
設
で
勤
続
し
て
き

ま
し
た
。
主
な
経
歴
を
挙
げ
て
あ

り
ま
す
が
、
付
け
加
え
る
と
す
れ

ば
、
若
い
頃
は
山
登
り
が
好
き
で

冬
山
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
大

学
病
院
勤
務
時
代
に
南
極
越
冬
隊

の
応
募
を
企
ん
で
い
た
こ
と
が
、

天
塩
の
土
地
を
選
ん
だ
こ
と
と
無

関
係
で
は
な
か
っ
た
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

仕
事
の
面
で
は
、「
引
き
際
は

自
分
で
決
め
後
進
に
道
を
譲
り
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ

に
専
門
領
域
の
学
会
で
基
調
講
演

を
担
当
し
、
大
切
な
論
文
を
発
表

し
た
あ
と
と
時
期
が
重
な
り
、
そ

ろ
そ
ろ
地
域
に
密
着
し
た
仕
事
に

挑
戦
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

大
阪
大
学
の
整
形
外
科
は
全
国

の
大
学
出
身
者
が
集
ま
り
、
所
属

す
る
医
師
数
７
０
０
人
以
上
、
関

連
病
院
の
数
50
以
上
と
国
内
最
大

規
模
の
医
局
で
す
。
多
様
な
整
形

外
科
疾
患
を
診
て
き
た
経
験
を
活

か
す
と
す
れ
ば
、
整
形
外
科
診
療

が
行
き
届
か
な
い
地
域
で
こ
そ
活

き
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
う
考

え
る
医
師
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の

が
医
局
の
良
く
な
い
点
で
も
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
で
す
の
で
、

い
つ
も
は
話
し
や
す
い
地
元
の
整

形
外
科
医
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
反
面
、
内
心
母
校
の
名
に
恥

じ
な
い
診
療
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
つ
も
緊
張
感
を
持
っ
て

や
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
診
療
の
ご
案
内
で
す
。

整
形
外
科
は
打
撲
や
骨
折
、
ス

ポ
ー
ツ
障
害
と
い
っ
た
外
傷
全
般

と
、
腰
痛
・
膝
痛
な
ど
の
慢
性
的

な
痛
み
、
脊
髄
や
関
節
の
疾
患
、

骨
粗
し
ょ
う
症
、
関
節
リ
ウ
マ
チ

な
ど
を
主
に
扱
い
ま
す
。
体
を
不

自
由
な
く
動
か
せ
る
こ
と
を
広
く

担
当
す
る
科
で
す
の
で
、
こ
れ
は

整
形
外
科
か
な
？
と
迷
う
場
合
も

遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
。
痛
み

で
は
な
い
け
ど
、
何
と
な
く
重
苦

し
い
、
重
だ
る
い
と
い
っ
た
ご
相

談
も
多
く
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

当
院
に
は
昨
年
12
月
に
、
道
の

補
助
を
受
け
て
超
音
波
検
査
装
置

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

場
面
で
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に
代
替
す
る

も
の
で
す
。
こ
こ
天
塩
で
も
大
阪

と
概
ね
変
わ
ら
な
い

整
形
外
科
診
療
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
今
回
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
病
院
だ
よ
り
」
で
は
、
町
立
病

院
か
ら
様
々
な
テ
ー
マ
を
ご
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。
私
は
と
く
に
整

形
外
科
的
立
場
か
ら
寝
た
き
り
に

陥
ら
ず
自
由
に
動
け
る
体
を
維
持

す
る
た
め
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
取

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

年
は
取
り
た
く
な
い
も
の
で
す

ね
。
で
も
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

お
元
気
な
方
が
お
ら
れ
る
の
も
ま

た
事
実
で
す
。
私
自
身
も
含
め
年

を
取
っ
て
し
ま
う
の
は
致
し
方
な

い
と
し
て
も
、
寝
た
き
り
の
方
が

多
く
な
る
の
は
よ
ろ
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

天
塩
町
に
は
、
お
元
気
な
方
が

多
い
と
少
し
で
も
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、「
遠
く
の
大
病
院
よ
り
天
塩

の
整
形
外
科
」
を
ぜ
ひ
活
用
し
て

下
さ
い
。

【問い合わせ先】天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８

病院だより　No.1

「整形外科診療のご案内」

病
院
だ
よ
り
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あいあいクラブ開催場所
◇天塩地区
　日時：毎週火・水・木曜日　10時～ 12時
　場所：子育て支援センター

◆雄信内地区
　日時：毎週月曜日　10時～ 12時
　場所：雄信内保育所

日 月 火 水 木 金 土
休み 生ゴミ

ペットのふん 一般ゴミ
資源ゴミ

紙おむつ等
衣類等

生ゴミ
ペットのふん 農村地区 休み

１月   29 　　　30 　　　31 ２月　 １ 　　　 ２ 　　　 ３ 　　　 ４
★いきいきサロン

[ 雄信内憩の家 ]
10 時～ 14 時

〇１歳６ヵ月児健診
12 時 30 分～

13 時 00 分
〇３歳児健診

12 時 30 分～
13 時 00 分

〇乳児健診
12 時 50 分～

13 時 20 分
✚小児科外来
受付 13 時 30 分～

16 時 00 分

〇認定こども園
　開放日

◇

　　　 ５ 　　　 6 　　　 ７ 　　　 ８ 　　　 ９ 　　　10 　 　 11
✚眼科外来

受付 9 時～ 14 時
★おでかけサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時
■定期健康相談・
　物忘れ相談

[ 天塩町役場 ]
10 時～ 16 時

●運転免許更新時
　講習

[ 社会福祉会館 ]
・優良 13 時 00 分
■骨粗しょう症検診
[ ふれあいセンター ]

■骨粗しょう症検診
[ ふれあいセンター ]

■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

《建国記念日》

◆ ◇ ◇ ◇

　　　12 　　　13 　　　14 　　　15 　　　16 　　　17 　　　18
〇町民スキー大会

[ 町民スキー場 ]
■夕映健康相談
[ てしお温泉夕映 ]

13 時 30 分～
14 時 30 分

〇雄信内保育所
　開放日

★ヘルスアップ教室
[ 天塩中学校体育館 ]

19 時 00 分～
20 時 30 分

●運転免許更新時
　講習
[ 遠別町生涯学習セン
ター「マナピィ 21」]
・優良 13 時 30 分

★おでかけサロン
[ 雄信内憩の家 ]

10 時～ 14 時
✚眼科外来
受付 12 時～ 15 時

●運転免許更新時
　講習
[ 豊富町定住支援セン
ター「ふらっときた」]
・初回 10 時 00 分
・優良 13 時 00 分
・一般 13 時 45 分
・違反 15 時 00 分

◆ ◇ ◇ ◇

　　　19 　　　20 　　　21 　　　22 　　　23 　　　24 　　　25
■しゃっきりサロン
[ てしお温泉夕映 ]

13 時～ 14 時

★いきいきサロン
[老人福祉センター]

10 時～ 14 時

〇あいあいクラブ
　プチ相談日

10 時 00 分～
12 時 00 分

✚産婦人科外来
受付 13 時～ 16 時

◆ ◇ ◇ ◇

　　　26 　　　27 　　　28 ３月　 １ 　　　 ２ 　　　 ３ 　　　 ４
★ヘルスアップ教室
[ 天塩中学校体育館 ]

19 時 00 分～
20 時 30 分

◆ ◇

平成２９年　 　月2

・日程は変更となる場合があります
ので、ご確認ください。
・ごみは当日の朝８時までに出して
ください。
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か
ま
わ
ち
通
信
／
マ
チ
の
伝
言
板

天
塩
町
の
歴
史
的
な
遺
産
と
し

て
貴
重
か
つ
、
町
民
の
皆
様
に
も

親
し
ま
れ
て
い
る
モ
ノ
と
言
え
ば

川
口
遺
跡
風
景
林
に
あ
る
復
元
さ

れ
た
２
棟
の
竪
穴
式
住
居
が
思
い

浮
か
ぶ
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

川
口
遺

跡
は
、
日

本
海
側
で

は
稀
有
で

あ
る
オ

ホ
ー
ツ
ク

文
化
を
体

現
す
る
擦
文
文
化
期
（
８
世
紀
後

半
～
中
世
）
の
遺
跡
群
で
す
。
天

塩
川
沿
岸
の
砂
丘
林
に
幅
２
０
０

ｍ
、
長
さ
１
．５
㎞
の
範
囲
に
わ

た
り
２
３
０
基
も
の
竪
穴
住
居
群

が
分
布
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
敷

地
内
に
は
南
側
と
北
側
に
１
基
ず

つ
復
元
さ
れ
た
竪
穴
式
住
居
が
あ

り
ま
す
が
、
前
回
の
改
修
か
ら
15

年
が
経
過
し
、
劣
化
が
激
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
本

年
よ
り
２
ヵ
年
計
画
で
竪
穴
式
住

居
の
改
修
事
業
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
、
天
塩
か
わ
ま
ち
づ

く
り
検
討
会
で
は
自
然
、
歴
史

チ
ー
ム
を

中
心
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て

述
べ
５
日

間
13
名
が

屋
根
部
分

に
用
い
ら
れ
る
葦
（
ヨ
シ
）
の
刈

取
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
を
行
っ
た
北
川
口
地
区
と

河
口
橋
直
下
の
河
川
敷
地
は
、
こ

の
時
期
で
は
異
例
と
も
い
え
る
積

雪
と
寒
波
の
襲
来
に
加
え
て
歩
行

困
難
な
ほ
ど
の
ヌ
カ
ル
ミ
の
中
で

の
作
業
は
難
儀
し
ま
し
た
。
背
丈

が
１
７
０
㎝
く
ら
い
あ
る
丈
夫
な

葦
だ
け
を
選
ん
で
鎌
で
刈
り
、
直

径
25
㎝
に
束
ね
藁
縄
で
縛
っ
た
も

の
を
５
０
０
束
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
保
管
、
乾
燥
し
５
月
上
旬

頃
に
葺
き
替
え
作
業
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

先
人
の
智
慧
を
体
感
し
、
天
塩

町
の
歴
史
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と

し
て
の
竪
穴
式
住
居
づ
く
り
に
関

わ
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
足
跡
を

残
す
こ
と
と
、
学
び
で
あ
り
た
い

も
の
で
す
。

か わ ま ち 通 信

英
語
版
「
て
し
お
仮
面

マ
ン
ガ
冊
子
」
完
成

　

天
塩
町
を
紹
介
・
体
験
す
る
物
語

を
描
い
た
マ
ン
ガ
冊
子
を
昨
年
発
行

し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
英
語
版
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

「
マ
ン
ガ
を
通
じ
て
英
語
に
親
し

み
た
い
、
学
習
し
て
み
た
い
」
「
海

外
の
方
に
英
語
で
天
塩
町
の
こ
と
を

紹
介
し
て
み
た
い
、
交
流
し
て
み
た

い
」
と
い
う
町
民
へ
冊
子
を
差
し
上

げ
ま
す
の

で
、
ご
希

望
の
方
は

左
記
ま
で

お
問
い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

商
工
観
光
課
観
光
係

☎
内
線
２
４
４

青
年
国
際
交
流
事
業

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各
国

の
青
年
と
の
交
流
を
通
し
て
、
広
い

国
際
的
視
野
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

身
に
付
け
た
次
代
を
担
う
青
年
を
育

成
す
る
た
め
、
青
年
国
際
交
流
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
代
表
青
年
と
し
て
各
国
の
青

年
と
研
修
・
交
流
を
行
い
、
自
分
を

成
長
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
平
成
29

年
度
実
施
す
る
青
年
国
際
交
流
事
業

の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当
室

☎
０
３
（
６
２
５
７
）
１
４
３
４

自
動
車
税
軽
減

制

度

の

変

更

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る
自

動
車
の
自
動
車
税
軽
減
制
度
が
変
わ
り

ま
す
。
主
な
変
更
点
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。

・
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
申
請
期
限

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
自
動
車
税
の
課
税
免
除
を
受
け
て
い

る
方
は
、減
免
と
し
て
継
続
さ
れ
ま
す
。

・
自
動
車
を
入
れ
替
え
た
と
き
の
適
用

時
期
が
変
わ
り
ま
す
。

・
現
況
確
認
書
の
送
付
時
期
が
変
わ
り

ま
す
。

※
申
請
手
続
き
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
左
記
に
て
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
自
動

車
税
課
税
課

☎
０
１
１
（
７
４
６
）
１
１
９
４

石
綿
に
よ
る
疾
患

の
補
償
　
・
救
済

　

労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業

に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
、

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
た

と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給

付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺

族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従

事
し
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険

給
付
等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▲川口遺跡跡

▼葦（ヨシ）の刈取作業
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冬
季
ア
ジ
ア
札
幌
大
会

開
催
に
伴
う
警
戒
警
備

　

２
月
19
日
～
26
日
に
お
い
て
札
幌

を
中
心
に
２
０
１
７
冬
季
ア
ジ
ア
札

幌
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い

警
察
で
、
テ
ロ
の
未
然
防
止
の
た
め
、

次
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
テ
ロ
関
連
情
報
の
収
集
分
析

・
爆
発
物
の
原
料
と
な
り
得
る
化
学

物
質
の
取
扱
事
業
者
へ
の
協
力
要
請

・
公
共
交
通
機
関
や
集
客
施
設
な
ど

の
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
対
策

 

【
警
備
に
向
け
た
お
願
い
】

・
空
港
や
駅
な
ど
の
警
戒
警
備
が
強

化
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
不
審
な
人
や
車
、
物
な
ど
を
発
見

さ
れ
た
場
合
は
、
警
察
へ
の
通
報
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

天
塩
警
察
署

電
話
（
２
）
２
１
１
０

相
乗
り
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
説
明
会
開
催

　

天
塩
町
で
は
公
共
交
通
の
不
便

さ
、
高
齢
化
に
よ
る
移
動
の
不
安
を

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
労
働
局

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

青
少
年
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
利
用

　

お
子
さ
ま
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
さ
せ
る
保
護
者
の
方
は
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
知
識
、
情
報
モ
ラ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
、
適

切
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

・
適
切
な
生
活
習
慣
が
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
な
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
り

・
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
ア
ク
セ

ス
制
限
の
設
定

　

実
際
の
事
例
を
も
と
に
、
要
望
と

対
策
法
取
り
ま
と
め
た
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
事
例
集
」
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
o
u
m
u
.
g
o
.
j
p
/
m
a
i
n
_

s
o
s
i
k
i
/
j
o
h
o
_
t
s
u
s
i
n
/
k
y
o
u
i
k
u
_

j
o
h
o
\
K
a
/
j
i
r
e
i
s
h
u
.
h
t
m
l

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
総
合
通
信
局
情
報
通
信
部
電

気
通
信
事
業
課

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１

マ
チ
の
伝
言
板

掲載を希望される方へ

３月号へ掲載を希望する方

 は  ２月 ８日（水）までに

 お知らせください

総務課企画広報係

マ
イ
カ
ー
の
相
乗
り
に
よ
っ
て
解
消

し
移
動
機
会
を
創
出
し
、
地
域
活
性

化
を
促
す
た
め
「
相
乗
り
交
通
事
業
」

を
行
い
ま
す
。

左
記
の
と
お
り
住
民
向
け
説
明
会
を

行
い
ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
約
は
不
要
で
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

・
日
時

１
回
目
〔
夜
の
部
〕
２
月
２
日
（
木
）

18
時
00
分
～
19
時
30
分 

２
回
目
〔
昼
の
部
〕
２
月
３
日
（
金
）

９
時
00
分
～
10
時
30
分

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
の
説
明

・
場
所

天
塩
町
社
会
福
祉
会
館
２
階
講
習
室

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

総
務
課
地
方
創
生
係

☎
内
線
２
４
３
ま
た
は
２
２
８

天
塩
川
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

テ
ッ
シ
・
オ
・
ペ
ッ
賑
わ
い
創
出

協
議
会
で
は
、
北
海
道
遺
産
で
あ
る

天
塩
川
の
周
辺
11
市
町
村
が
広
域
に

連
携
し
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加
及

び
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
で
は
、
平
成
30
年
に
生

誕
２
０
０
年
を
迎
え
る
幕
末
の
探
検

家
・
松
浦
武
四
郎
を
テ
ー
マ
に
、
天

塩
川
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

北
海
道
の
名
付
け
親
で
あ
る
松
浦

武
四
郎
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
同
日
に

「
真
冬
の
ス
ロ
ウ
カ
フ
ェ
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

・
日　

程

平
成
29
年
２
月
12
日
（
日
） 

・
場　

所

士
別
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
４
階
小

ホ
ー
ル 

・
入
場
料　

無
料

・
定　

員　

２
５
０
名

※
事
前
申
込
不
要

・
内　

容

（
第
１
部
）
10
時
30
分
～
12
時
00
分 

演
題 

「
武
四
郎
を
語
る
！
」 

（
第
２
部
）
13
時
00
分
～
14
時
00
分 

演
題 

「
北
海
道
の
「
命
名
」
と
松
浦

武
四
郎
」 

（
第
３
部
）
14
時
00
分
～
14
時
30
分

中
野
館
長
と
三
浦
学
芸
主
査
と
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

総
務
課
振
興
計
画
係

☎
内
線
２
２
７

相
環
境
保
全
推

進
委
員
の
募
集

　

道
の
環
境
施
策
に
道
民
の
皆
様
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
自
発
的
に

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
実
践
し
、

道
の
環
境
施
策
に
対
し
て
ご
意
見
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

・
任
期

委
嘱
の
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

・
募
集
人
数

１
４
０
名
以
内

・
応
募
方
法

　

道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

[

０
１
１
（
２
３
２
）
１
３
０
１
］

ま
た
は
メ
ー
ル
に
よ
り
応
募
く
だ
さ

い◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
環
境
生
活
部
環
境
局
環
境
政

策
課
環
境
企
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
１
（
２
０
４
）
５
１
８
８



広
報

て
し

お
 ２

月
号

（
N

O
.715）

●
印

刷
　

天
塩

共
同

印
刷

企
業

組
合

●
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http//w
w

w
.teshiotow

n.hokkaido.jp/

ま ち の う ご き

ごめいふくをお祈りします

おめでとうございます

●
企

画
・

編
集

　
天

塩
町

総
務

課
企

画
広

報
係

（
〒

098-3398　
天

塩
町

新
栄

通
８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

　

地
域
振
興
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
企
業
等
に

対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

萌
州
・
堀
松
経
常
建
設
共
同
企
業
体　

様

白
鳥
建
設
工
業
株
式
会
社　

様

（
サ
ケ
漁
定
置
網
の
回
収
作
業
）

●
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会
愛
情
銀
行
へ

　
【
香
典
返
し
と
し
て
】

　

山
手
通
４　
　

富　

塚　

光　

子　

さ
ん

●
恵
愛
荘
へ

　

南
町　
　
　
　

山　

崎　

ミ
ヤ
子　

さ
ん

　

振
老　
　
　
　

長　

能　
　
　

佳　

さ
ん

　

北
川
口　
　
　

利　

木　

正　

三　

さ
ん

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
【
恵
愛
荘
】　

　

有
限
会
社
赤
塚
商
店　

様

　

先
月
１
月
号
に
て
左
記
の
箇
所
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

表
紙
掲
載
「
今
月
の
内
容
」

誤
：
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

正
：
こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

地
域
貢
献
企
業
等
の
ご
紹
介

ご
厚
志
の
紹
介

お
詫
び
と
訂
正

～おたんじょう～

（南町）

嶋 崎　友
ゆ う ご

吾　さん
和生さん・玲香さんの長男
（山手通９）

高 原　彪
ひ ゅ う が

駕　さん
健二さん・由夏さんの二男

（山手通４）

富　塚　久　夫　さん（82歳）

１２月末
人口 ３，２０８ 人 （－ ９）
男  １，６０１ 人 （－ ５）
女  １，６０７ 人 （－ ４）

世帯数 １，５７２世帯（－ ６）

※（　）内は前月比

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
を
重

ね
る
ご
と
に
風
邪
を
引
き
や
す
く
な
っ
て

い
る
広
報
担
当
の
相
馬
で
す
。

♪
成
人
式
の
取
材
で
は
、
自
分
と
重
ね
て

見
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
十
数
年
経
つ
ん

だ
な
と
感
慨
深
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
現
在
の
自
分
は
20
歳
当
時
の
自
分
に

誇
れ
る
姿
に
な
っ
た
か
と
振
り
返
り
、
公

私
と
も
に
胸
を
張
れ
る
日
々
を
過
ご
そ
う

と
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

♪
昨
年
11
月
25
日
に
震
度
４
を
記
録
し
た

地
震
が
起
こ
り
、
続
け
て
12
月
に
は
６
度

も
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
後
も
大
き

な
地
震
が
起
き
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
万
が
一
に
備
え
て
、
家
具
等
の
転
倒

防
止
対
策
や
非
常
用
持
ち
出
し
グ
ッ
ズ
の

準
備
な
ど
も
重
要
で
す
が
、
避
難
場
所
の

確
認
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
い
を
し
て
お

く
こ
と
が
大
事
で
す
の
で
、
日
頃
か
ら
防

災
意
識
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

編 
集 
後
記

（海岸通２）

水 口　茉
ま ゆ

優　さん
光裕さん・恵美さんの長女

（山手裏通８）

岸 山　実
み ふ ゆ

冬　さん
裕喜さん・郁子さんの長女

～ごけっこん～

（南町）

白 井　宏 和　さん
海 渕　総 子　さん

マ
チ
の
話
題
（
番
外
編
）

・
留
萌
北
部
家
畜
診
療
所
竣
工
式

　

留
萌
地
区
農
業
共
済
組
合
の
留
萌
北
部
家
畜

診
療
所
が
昨
年
11
月
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
に
は
竣
工
式
及
び
祝
宴
が
行
わ

れ
、
約
50
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
獣
医
師
の
不
足
や
家
畜
飼
養
頭
数
の

減
少
に
よ
り
診
療
体
制
が
見
直
さ
れ
、
天
塩
、

雄
信
内
・
問
寒
別
、
遠
別
及
び
幌
延
の
４
ヶ
所

の
診
療
所
が
統
合
さ
れ
、
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

・
天
塩
町
新
年
会

　

１
月
６
日
に
天

塩
町
新
年
会
が
開

催
さ
れ
、
町
内
の

官
公
庁
や
経
済

界
、
産
業
団
体

や
町
内
会
か
ら

１
０
０
名
以
上
が

出
席
し
、
新
年
を

祝
い
ま
し
た
。

・
１
１
０
番
の
日

　

１
月
10
日
は

１
１
０
番
の
日

で
し
た
。
天
塩

警
察
署
で
は
、

「
１
１
０
」
の
雪

像
を
作
り
、
緊
急

通
報
ダ
イ
ヤ
ル
で

あ
る
１
１
０
番
の

適
切
な
使
用
を
訴

え
て
い
ま
し
た
。
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